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	 ヒト免疫不全ウイルス(Human Immunodeficiency Virus; HIV)や異種指向性マウス白血病ウ




を獲得する。rvPR の切断配列は、基質である Gag タンパク質切断部位からみると指向性は
あるものの多様であり、立体構造上、rvPR 二量体により形成される親和性ポケットに適合
することが必要である(Brik and Wong, 2003)。一方、このような分子構造は、宿主タンパク
質も保有しており、いくつかの宿主タンパク質が in vitro において rvPR により切断される

















ィホモジニアスアッセイ(AlphaScreen 法) を組み合わせた rvPR の酵素活性を指標としたア












	 本アッセイ系を活用し、新規ガンマレトロウイルスである XMRV PR の性状解析および
薬剤感受性の解析を行なった結果、既存の抗 HIV-1 薬では、アンプレナビル (APV)とダル
ナビル(DRV)が XMRV PR の活性を阻害することを示した。また、XRMV 感染症における
病態発現のメカニズムを解明するため、rvPR の標的となる宿主タンパク質を網羅的に探索
し、PTEN や BAX を含めた複数種類のがん抑制遺伝子由来の宿主タンパク質が XMRV PR
により切断されることを明らかにした。 
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